
，rj7e

醤
礁
磁
究
　
藩
鰍
蒼
十
九
號

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ

ス
の
形
而
上
學
研
究

識
○

一
合
成
下
膿
の
存
在
と
本
質
に
つ
い
て
一

宮

地

宏

一

　
｝
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
浮
上
學
は
、
啓
示
榊
學
を
頂
獣
と
す
る
彼
の
豊
な
全
盤
系
の
中
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明

白
な
且
つ
一
貫
し
海
壁
系
約
性
絡
と
方
・
阿
左
興
へ
ら
れ
て
る
る
。
そ
れ
は
二
七
か
ら
明
ち
か
に
さ
れ
る
。

　
〕
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
｝

　
一
　
Q
◎
o
嵩
b
9
ヨ
ω
繊
℃
Φ
騰
凱
σ
鴇
O
ω
ω
①
β
＄
馨
幣
冠
座
馨
（
以
下
Q
臼
2
ρ
と
略
す
）
の
勺
裡
O
ざ
ぴ
姦
二
ω
”
〇
二
鋤
Φ
自
p
鉾
困
及
ぴ
あ
自
身
員
嬉
O
O
昌
霞
鋤

　
こ

　
　
　
醇
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
総
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
¢
ヨ
巴
9
8
プ
①
O
ご
臨
鋤
①

O
象
艶
舘
（
以
下
ρ
ρ
と
略
す
）
の
賦
σ
興
い
。
碧
．
。
。
～
。
碧
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
。
脅
ξ
ご
●
舅
プ
o
o
刷
・
と
略
す
）
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に

℃
鷲
の
囲
》
ρ
賃
器
白
字
魯
囲
に
減
て
、
我
々
は
ト
マ
ス
の
意
悶
が
、
專
ら
啓
示
紳
臆
測
ン
Φ
黛
O
ひ
q
欝
脱
①
〈
①
露
露
O
巳
ω
〆
の
領
域
設
定
に
向
け
ら
れ

て
み
る
こ
と
を
見
艇
す
Q

　
即
ち
、
ω
Φ
馨
・
に
於
て
、
先
づ
悶
は
れ
る
こ
と
は
（
冑
幹
H
）
、
h
自
然
學
心
見
學
以
外
に
他
の
必
要
な
學
が
人
聞
に
あ
る
か
」
（
¢
窪
§
り

℃
璽
餌
簿
Φ
触
℃
げ
《
o
ロ
ざ
拶
ω
蝕
u
陰
9
層
目
5
翁
δ
ω
巴
営
創
o
o
霞
ぎ
鈴
誘
け
”
o
讐
画
旨
旨
①
8
霧
簿
鉱
鋤
）
で
あ
る
。
此
虞
で
入
生
の
熱
雷
（
臨
。
鋤
。
搾
器
）
は
紳

に
つ
い
て
の
愚
惟
（
o
o
導
Φ
臼
覧
電
気
o
U
Φ
ご
に
あ
る
が
、
紳
に
つ
い
て
の
愚
惟
は
、
被
預
物
を
通
し
て
の
そ
れ
と
、
礒
蝶
理
に
（
紳
の
）
．

本
質
を
聾
し
て
の
そ
れ
と
に
分
疲
れ
る
こ
と
が
導
べ
ら
れ
る
。
憂
に
、
被
畑
物
を
通
し
て
紳
の
思
惟
へ
と
す
べ
て
の
哲
學
的
認
識
（
o
o
ひ
q
－

弦
賦
。
℃
げ
隷
。
ロ
。
唱
籔
。
泌
）
は
験
丁
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
惟
は
必
然
的
に
不
完
全
で
あ
診
、
薩
接
的
に
榊
唐
墨
か
ら
釜
感
さ
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れ
夜
認
識
に
よ
る
（
弓
①
塊
8
㈲
a
銘
。
魏
ω
ヨ
一
讐
湧
Φ
象
舞
①
Φ
擁
巳
く
貯
。
ξ
ヨ
一
濤
①
貯
萄
ゆ
豆
毒
＄
ヨ
）
榊
學
の
紳
に
つ
い
て
の
思
惟
の
下
位
に

立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
憲
張
さ
れ
為
。
次
に
（
》
簿
・
さ
∂
）
、
　
「
自
然
的
諸
學
の
他
に
陀
ぼ
一
つ
の
學
の
み
が
あ
る
べ
窪
で
あ
る
か
し

（
q
鍵
償
置
け
鶏
醤
密
謀
β
護
簿
傷
o
o
二
一
b
矯
蜘
Φ
σ
Φ
讐
⑦
ω
器
℃
欝
Φ
8
厭
℃
駒
岡
獣
。
器
）
が
問
は
れ
る
。
さ
て
、
身
一
つ
の
概
念
の
下
に
一
つ
の
學
が

威
照
し
、
軽
窃
の
概
念
に
適
奮
す
る
限
ゆ
の
す
べ
て
の
も
の
は
形
商
上
総
に
鋤
す
る
が
、
紳
學
は
す
べ
て
の
も
の
を
包
含
す
る
榊
の
概
念

を
通
し
て
毒
物
を
親
減
す
る
の
で
あ
診
、
す
べ
て
の
も
の
は
紳
か
ら
嵐
て
榊
に
向
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
最
高
の
存
在
者
で
あ
る
紳
は
、
紳

霞
ら
で
あ
る
一
つ
の
も
の
を
通
し
て
、
す
べ
て
の
寓
物
の
認
識
を
明
白
に
持
ち
、
從
っ
て
此
の
や
う
な
紳
の
啓
示
に
よ
る
學
は
一
性
を
保

っ
て
多
数
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
種
汝
な
る
寮
物
の
考
察
左
な
す
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
形
術
上
江
が
羅
に
一
般
的
に
（
貯
o
o
ヨ
ヨ
環
議
）

存
在
な
為
限
の
の
す
べ
て
の
も
の
を
考
察
し
、
道
徳
或
は
膚
然
等
の
閥
有
の
考
察
に
ま
で
灘
ら
ぬ
よ
り
な
場
合
と
は
異
っ
て
み
る
の
で
あ

る
。
翼
に
、
諺
3
．
Q
◎
b
ρ
広
器
珍
貯
⇔
o
鉦
鋤
b
ひ
で
は
、
紳
學
は
人
聞
の
救
ひ
に
か
』
は
る
事
柄
に
つ
い
て
の
學
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
、
O
離
£
Ω
Φ
。
。
－

銘
償
8
巳
効
Q
。
で
は
、
形
商
上
學
は
最
高
の
諸
原
國
を
、
被
疑
物
か
ら
と
ら
れ
海
概
念
を
通
し
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
，
圭
題

（
ω
¢
σ
冨
O
ε
蝕
）
の
故
に
叡
轡
（
ω
飴
℃
δ
算
ご
）
で
あ
む
、
聡
警
で
あ
る
が
、
紳
畢
は
最
高
の
諸
原
基
左
、
腹
接
鮒
に
榊
か
ら
受
取
ら
れ
た

盤
感
を
逓
し
て
、
そ
の
諸
手
困
そ
の
も
の
の
あ
る
が
ま
箋
の
姿
で
考
嘱
す
る
故
に
、
主
題
に
つ
い
て
も
、
又
そ
の
把
握
の
仕
方
（
津
。
偏
易

⇔
o
息
讐
①
ご
巳
）
に
於
て
も
よ
診
高
い
章
章
で
あ
の
、
よ
の
紳
的
で
あ
る
と
｝
冨
は
れ
る
べ
選
で
あ
る
と
し
て
み
る
。

　
さ
て
、
U
Φ
国
訓
⑦
簿
箇
ω
ω
Φ
暮
す
と
共
に
ト
マ
ス
の
初
期
の
著
作
で
あ
る
此
の
ω
①
馨
・
の
薮
蓮
に
於
て
す
で
に
、
啓
示
榊
學
の
領
域

．
設
定
の
岡
題
は
閲
時
に
形
、
醐
土
魂
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ω
①
馨
’
に
於
て
始
め
ら
れ
か

既
の
問
題
の
考
察
は
、
ω
①
馨
●
以
後
の
O
・
○
・
及
び
Q
α
q
ヨ
・
↓
ヶ
Φ
o
ド
に
於
て
も
亦
買
気
に
置
か
れ
、
更
に
よ
の
精
細
な
る
論
議
の
展

開
を
導
く
も
と
と
な
つ
把
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
故
に
我
汝
は
訳
に
O
・
O
・
及
び
ω
爆
ヨ
●
6
げ
Φ
o
ピ
へ
と
考
擦
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
盛
て
、
ρ
○
・
に
嘗
て
｝
圏
ス
は
次
の
如
く
論
℃
て
る
ゐ
。
形
擁
よ
畢
は
紳
的
な
癖
柄
を
謝
象
と
す
る
（
o
騨
＄
仙
署
貯
効
く
。
諺
簿
離
塊

　
　
　
　
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
捕
庶
難
観
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
一



欝2

　
　
　
　
轡
…
趣
丁
榊
辮
究
　

第
四
胃
ふ
i
轟
刈
澱
聯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋
二

〈
窪
ワ
霜
〉
）
の
で
あ
る
が
、
紳
に
つ
い
て
の
認
識
封
象
の
巾
で
人
型
込
性
に
よ
っ
て
到
蓬
さ
れ
得
る
も
の
と
、
艶
聞
理
性
の
ヵ
を
金
く
超

越
す
み
も
の
と
が
あ
る
。
師
ち
、
紳
は
存
命
す
る
と
か
、
紳
は
唯
一
で
あ
る
と
か
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
翼
狸
．
は
自
然
理
性
に
よ
っ
て

も
到
蓬
し
得
る
翼
灘
．
で
あ
る
（
O
離
節
Φ
山
雲
ヨ
〈
Φ
3
尊
陰
償
馨
効
目
ρ
日
切
㊦
Φ
江
帥
ヨ
縁
鋤
諜
。
鄭
鋤
鍵
鑓
に
。
駐
℃
Φ
塊
艶
β
伽
q
Φ
裡
Φ
賢
0
8
ω
計
ω
答
霧
U
①
ρ
B

①
蓄
ρ
O
窪
ヨ
霧
ψ
Φ
弩
儒
ヨ
憎
曇
蝕
冨
7
蕊
蕊
ヨ
◎
象
．
〈
n
書
“
。
。
〉
）
。
術
し
て
、
親
身
の
生
活
の
状
態
に
從
っ
て
は
、
我
汝
の
知
性
の
認

識
慮
感
鐙
か
ら
鵡
獲
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
感
斑
の
中
に
落
ち
て
來
な
い
も
の
は
、
鴨
宮
的
な
も
の
か
ら
集
め
ら
れ
る
限
り
に
総
て
の

み
、
人
聞
知
性
に
よ
つ
て
掘
撮
さ
れ
得
る
（
8
ヨ
ぎ
欝
煽
①
o
欝
ω
謬
。
ω
霞
㌍
。
励
Φ
o
§
伽
環
ヨ
讐
。
伽
ロ
ヨ
震
鋤
Φ
ω
Φ
馨
肪
鼠
鐙
Φ
》
o
o
魅
謬
6
騎
δ

白陰

ｳ
潟
ω
離
一
昌
9
℃
凶
麟
魯
“
Φ
紳
一
α
㊦
O
O
鋤
ぬ
償
鋤
Φ
凶
昌
ω
Φ
謎
卯
目
溢
O
⇔
O
鋤
画
償
郎
び
謬
O
嵩
℃
O
ω
ω
¢
爵
魯
げ
毒
茸
O
一
冨
曽
Φ
一
一
Φ
O
瞥
億
O
桑
凸
℃
r
灘
δ
一
ρ
彊
簿
魯
Φ
鐸
虹
ω
⑦
犠

。ゆ

@
癖
獣
ぼ
嬬
σ
¢
ω
Φ
g
◎
吋
§
日
o
o
嚇
扁
一
撃
0
6
0
囮
凱
陣
貯
即
く
…
玄
3
V
）
の
で
あ
っ
て
、
八
六
の
知
性
は
感
斑
的
な
も
の
に
よ
っ
て
、
食
め
認
識
に
ま

で
導
か
れ
る
の
で
あ
る
（
α
滋
。
澤
億
騰
豪
彊
Φ
雛
Φ
羅
も
9
Φ
瓢
ω
登
濠
び
¢
ω
貯
＄
鵠
①
o
霞
ω
謬
o
o
騎
け
Φ
塊
貯
広
く
貯
鎖
ヨ
o
o
ひ
q
弦
鉱
。
謬
①
ヨ
〈
…
ぼ
（
州
V
）
o
し
か

し
な
が
ら
、
先
、
に
蓮
べ
把
如
く
、
　
人
闇
物
性
遼
冷
く
超
越
す
る
藍
蝋
が
あ
み
。
そ
れ
は
…
例
へ
ば
、
　
紳
は
三
に
し
て
一
で
あ
る
（
U
Φ
¢
ヨ

Φ
器
Φ
霧
ぎ
償
B
露
雌
雛
¢
ヨ
バ
一
声
（
洲
∀
）
と
い
ふ
や
う
な
藁
灘
で
あ
る
．
が
、
此
の
や
う
な
翼
難
．
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
超
自
然
の
啓

示
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
こ
と
は
少
し
も
妨
げ
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
融
…
に
労
す
る
翼
理
が
た
だ
難
性
の
探
究
に
の
み
ゆ
だ
ね
ら
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
如
選
三
つ
の
不
都
合
（
ぢ
0
8
〈
①
良
①
9
冨
）
を
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
紳
に
つ
い
て
の
認
識
が

僅
か
の
人
に
し
か
な
い
で
あ
ら
う
（
d
p
鐸
ヨ
Φ
白
α
酔
O
鐸
。
像
℃
節
償
。
冨
げ
。
筥
一
碧
び
¢
ω
∪
働
o
o
閃
三
遷
。
貯
Φ
ω
ω
簿
・
〈
o
鯖
も
・
蔭
V
）
と
い
ふ
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

第
二
に
、
．
瀞
、
に
つ
い
て
の
翼
理
6
機
見
に
到
達
す
る
や
う
な
人
で
も
、
長
い
年
月
を
経
て
後
に
の
み
辛
う
じ
て
そ
れ
に
到
解
す
る
で
あ
ら

う
へ
ω
①
◎
胤
翫
瓢
鋤
寄
屋
8
〈
o
巴
窪
ω
Φ
ω
け
ρ
償
。
α
凶
濤
ゆ
岳
節
自
讐
出
鉱
一
〇
鐙
⑦
〈
Φ
ユ
欝
賦
ω
貯
く
窪
賦
。
謬
Φ
ヨ
℃
響
く
①
巴
お
馨
℃
〈
酵
℃
8
け
δ
季

窃黛

?
ρ
審
ヨ
℃
誘
鷲
Φ
纂
貯
瞬
Φ
捲
煽
け
●
△
σ
一
瓢
〉
）
か
ら
、
瀞
髭
認
識
す
る
爲
に
理
性
の
蓮
の
み
が
開
か
れ
て
る
る
と
す
れ
ば
、
人
類
は
無
智
の

蕊
取
轟
も
深
い
…
暗
黒
…
の
中
に
留
る
で
あ
ら
う
　
（
沁
Φ
ヨ
轟
α
嵩
O
憎
Φ
け
凶
ぴ
q
詳
貫
目
げ
爵
溝
郎
鑑
ヨ
顎
Φ
昌
離
P
融
の
巳
鋤
塊
魚
鋤
O
謬
δ
〈
一
浴
効
畠
】
）
①
¢
ヨ
O
O
儲
口
O
◎
o
－

8
郎
伽
羅
鰺
℃
暮
Φ
鷺
①
ダ
貯
ヨ
髄
黛
圃
ヨ
δ
一
碧
】
O
摂
馨
泣
Φ
＄
コ
Φ
σ
甑
ω
．
耳
芝
タ
▽
）
と
、
い
ふ
こ
と
◎
第
三
に
、
判
断
に
於
け
る
我
汝
の
知
性
の
弱
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さ
の
爲
、
．
交
想
像
的
な
誌
の
の
混
入
の
た
め
に
、
人
聞
理
性
の
探
究
濃
い
〆
夫
部
分
の
場
合
に
虚
鶴
が
混
ぜ
加
へ
ら
れ
る
（
臼
・
・
甑
毒

汐
O
O
〈
2
臥
①
昌
ω
Φ
珍
（
鴇
O
山
㎞
ロ
〈
①
馨
斜
象
ご
嵩
一
触
鋤
餓
O
欝
囲
ω
ゴ
蝿
B
鋤
轟
跨
Φ
覧
Φ
村
邑
諺
ρ
二
Φ
隔
笛
冨
謬
簿
の
簿
瓢
ヨ
冨
O
簿
q
さ
℃
璽
O
℃
魯
Φ
裡
α
Φ
σ
鵠
謬
鋤
8
ヨ

ぎ
酔
色
δ
o
葺
ω
瓢
。
馨
鳳
言
一
¢
鳥
8
選
伽
。
”
簿
℃
冨
馨
鋤
ω
筥
糞
。
け
§
獄
司
霞
ヨ
騨
鉱
0
5
Φ
導
響
く
㎞
σ
二
．
▽
）
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
、
人
間
理
性
は
か
の

最
も
す
ぐ
れ
紅
塵
盤
（
榊
）
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
可
知
約
な
る
も
の
A
認
識
勤
象
）
を
探
究
す
る
に
は
、
更
に
は
る
か
に
不
充
分
な
の

で
あ
る
（
］
≦
巳
件
◎
一
騎
謬
¢
璽
島
δ
酔
覚
ご
ω
一
一
認
億
ω
Φ
麟
O
Φ
は
Φ
小
藩
ω
ω
語
口
轟
δ
Φ
ω
5
寓
目
馨
臨
簿
Φ
O
営
灘
．
鋤
一
づ
富
鵠
剛
臨
σ
臨
欝
げ
篇
目
鑓
口
口
同
麟
訟
O
一
旨
く
Φ
曾
廻

船q

?
Φ
ロ
O
β
ω
質
融
9
倉
〈
み
ぞ
・
⇔
〉
）
。
以
上
蓮
べ
ら
れ
海
理
由
か
ら
、
榊
に
つ
い
て
理
性
が
探
筑
し
得
な
い
寮
柄
は
も
と
よ
の
、
探
厚
し
得

為
寓
柄
艶
も
、
す
べ
て
の
入
が
容
易
に
、
又
疑
惑
や
誤
謬
な
し
に
、
榊
の
認
識
に
滲
興
す
る
こ
と
が
出
來
る
爲
に
償
仰
の
道
が
開
か
れ
て

る
み
の
で
あ
っ
て
（
ω
貼
億
酵
淳
Φ
触
①
拷
騎
。
零
露
爲
£
Ω
℃
鴎
。
く
箆
冨
臼
Φ
ヨ
Φ
導
帯
出
⑦
跡
Φ
鉱
跨
ヨ
鶏
菖
。
軽
く
Φ
警
茜
節
畦
Φ
O
o
砕
①
認
闘
嫁
Φ
叶
。
廿
Φ
欝
幽
趣

℃
璽
鋤
①
O
督
O
触
①
ぼ
賃
瞥
臨
O
O
跨
5
⑦
ω
瓢
Φ
h
溝
9
嬬
℃
O
ω
ω
O
曲
師
旨
く
貯
帥
①
O
O
愚
智
甑
O
謬
慌
冒
鋤
憎
鋤
O
曽
Φ
ω
⑦
ω
編
棒
ρ
簿
簿
σ
ω
仁
①
偽
彊
σ
堕
罪
鉱
O
口
Φ
魯

Φ
讐
。
触
Φ
・
〈
3
℃
・
海
▽
）
、
ζ
れ
は
同
等
に
、
榊
に
關
…
し
て
よ
Φ
翼
な
る
認
識
を
持
控
ん
が
爲
で
あ
診
、
又
隣
聞
糖
榊
が
僻
越
へ
℃
謎
Φ
の
環
ヨ
勺
餓
e

か
ら
解
放
さ
れ
て
、
書
冊
左
謙
虚
に
探
究
す
み
や
弓
に
な
る
（
簿
α
導
。
α
Φ
ω
欝
導
一
襲
ρ
離
憲
置
碁
①
ヨ
〈
①
ユ
㌶
菖
α
。
℃
難
く
Φ
弦
讐
）
爲
で
あ
の
、

露
魂
に
最
高
の
完
登
さ
を
も
海
ら
す
爲
な
の
で
あ
る
（
o
効
℃
．
朝
）
。

　
さ
て
、
以
上
の
ρ
Ω
・
の
考
察
に
よ
つ
て
、
ω
Φ
暮
・
に
於
て
、
被
叢
物
を
駕
し
て
紳
に
つ
い
て
の
思
惟
に
壼
る
不
完
発
な
人
聞
思
推

と
蓮
べ
ら
れ
て
る
た
内
容
が
、
ρ
Q
。
に
観
て
は
よ
診
＝
暦
明
確
に
さ
れ
、
且
つ
精
細
…
に
論
…
究
さ
れ
て
居
わ
、
禽
然
理
性
に
基
く
形
面
上

學
の
感
鷹
的
な
も
の
か
ら
榊
の
認
識
に
至
る
方
殉
、
及
び
そ
れ
に
鋤
比
さ
れ
る
啓
示
瀞
學
の
方
陶
が
極
め
て
鮮
明
に
さ
れ
る
と
熱
時
に
、

人
闇
斑
性
の
有
限
性
の
積
極
的
な
憲
張
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
て
み
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
の
億
讐
．
§
お
O
ピ
に
於
け
矯
探
究
を
考
察
し
な
け
れ
ぼ
蔽
ら
な
い
。
の
広
彗
．
瞬
げ
Φ
巳
．
の
探
書
は
、
ω
Φ
簿
6
及
び
○
・
○
・
と
聯
關
…

し
つ
短
も
よ
の
一
、
欝
精
細
で
あ
る
。
齢
ち
、
入
購
は
理
性
の
知
解
（
8
ヨ
℃
葛
『
窪
玖
。
）
を
趨
え
妙
齢
に
尚
っ
て
、
あ
撫
か
臨
或
幾
的
に
向

ふ
如
く
験
序
づ
け
疹
れ
て
る
み
の
で
あ
る
か
ら
、
人
闘
幾
性
に
よ
っ
て
探
究
解
れ
る
暫
學
約
諸
學
（
℃
び
嬬
。
加
8
ぴ
搾
鋤
③
農
協
鉱
覚
ぎ
器
）
の

　
　
　
ト
畷
ス
⇔
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
籍
ト
…
灘
・
耕
撹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
騰
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哲
學
斜
究
　
第
隅
頁
や
九
聴
岬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
幽

他
に
、
啓
示
に
よ
る
骨
無
聖
な
る
敏
設
（
紹
O
璽
節
　
篇
O
O
け
触
圃
謬
孚
ゆ
）
が
幽
幽
の
救
ひ
の
爲
に
必
要
で
あ
る
（
》
諄
．
歴
、
菊
Φ
ω
も
・
）
。
忙
し
て
既
の
紳

聖
な
る
敏
論
は
、
紳
と
諸
選
入
の
御
間
で
あ
る
よ
む
高
い
絶
間
の
光
に
よ
っ
て
た
て
ら
れ
π
原
理
か
ら
患
獲
す
る
故
に
學
問
で
あ
る
（
》
慧
・

b
∂
M
聞
Φ
ω
冒
●
）
o
更
に
、
此
の
灘
撃
の
生
題
は
瓢
脚
で
あ
む
（
∪
Φ
億
ω
⑦
ω
け
ω
ζ
げ
冨
O
語
語
ぴ
¢
一
鑑
ω
ω
O
冨
謬
鼠
鋤
①
。
〈
ン
犠
■
が
ズ
。
μ
℃
．
〉
）
、
同
鮎
し
纂
壷
皿
（
此

∴
髄
で
意
味
さ
れ
て
る
る
の
は
紳
で
あ
る
）
に
つ
い
て
哲
鱗
的
諸
學
は
断
然
理
性
の
光
に
よ
っ
て
知
解
し
得
る
も
の
で
あ
為
限
・
り
研
究
し
、

　
叉
他
の
縁
Ψ
が
一
語
の
啓
…
ぶ
に
よ
っ
て
磁
解
噛
す
．
る
一
筆
の
研
究
し
て
・
も
何
　
等
鞍
支
へ
な
い
。
從
っ
て
貼
脚
聖
な
る
敏
詮
に
騒
～
寸
∴
命
聯
風
㌘
は
、
折
ほ
鰍
窄
の

部
分
で
あ
る
紳
學
と
は
類
を
異
に
1
！
て
る
る
の
で
あ
葛
（
d
冨
創
Φ
謬
鶏
口
O
塊
〇
三
ぴ
難
儀
Φ
Φ
口
語
㊦
溝
裡
Φ
σ
¢
即
鳥
Φ
ぬ
鶏
σ
q
も
陰
℃
三
一
〇
ω
O
O
注
O
鶴
Φ

傷
冨
O
卿
℃
犀
雛
鋤
Φ
轡
璽
鋤
O
帥
簿
口
酔
ω
Φ
O
離
羅
切
離
塁
ゆ
質
O
α
ω
片
明
什
O
O
ぴ
q
コ
O
ω
O
一
σ
陣
臨
鋤
旧
離
筥
一
舞
①
昌
β
δ
叶
雌
触
感
一
働
鴨
潜
賦
O
＝
圃
ω
矯
Φ
一
言
δ
嵩
§
ω
O
一
Φ
質
賦
鋤
讐
酔
気
鋤
O
陣
鋤
戦
O

ω
Φ
O
償
謬
創
虹
ヨ
ρ
賃
O
恥
O
O
鋤
謬
O
ω
O
億
ご
け
賃
目
一
環
ヨ
一
昌
①
伽
一
く
一
ご
p
o
Φ
璽
Φ
く
Φ
欝
獣
O
雛
繊
ψ
　

α
跡
島
Φ
叶
び
⑦
O
ざ
㈹
一
9
◎
ρ
餌
飼
Φ
鋤
伽
。
段
簿
O
触
鋤
月
月
O
O
轡
ユ
謬
9
0
B

℃
Φ
含
貯
Φ
全
島
臨
Φ
詳
。
。
①
o
鋸
謎
島
自
讐
ぴ
q
Φ
羅
億
ω
鋤
σ
気
品
夢
Φ
鼠
。
ぴ
q
…
麟
O
舞
㊦
℃
鞍
ω
℃
7
出
。
ω
8
7
欝
①
℃
o
鋳
窪
ジ
〈
舞
酔
．
ど
鑑
．
紅
。
〉
）
。
此
の
啓

　
銀
飯
學
は
、
我
凌
の
知
性
の
溺
さ
の
爲
に
入
営
理
性
の
自
然
的
光
か
ら
礁
資
盤
（
o
Φ
冨
傭
賃
創
。
）
を
得
る
他
の
諸
學
が
談
謬
を
犯
し
得
る
の

と
は
異
夢
、
伴
わ
得
な
い
紳
の
學
か
ら
確
蟹
性
を
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
肪
よ
む
高
貴
な
る
學
で
あ
の
（
》
触
紳
●
　
㎝
り
　
肉
Φ
肖
り
b
Q
）
、
端
的
な
る
意

味
に
予
て
（
ω
一
ヨ
℃
嵩
。
饗
興
）
当
量
で
あ
為
（
》
簿
．
◎
翔
霧
℃
●
）
。
又
、
　
一
般
感
畳
（
ω
Φ
諺
償
の
8
聖
主
§
δ
）
の
暦
象
が
、
そ
の
下
に
見

烹
る
も
の
や
聞
こ
允
る
も
の
左
含
む
、
．
司
感
的
な
も
の
で
あ
の
、
從
っ
て
一
般
感
畳
は
、
一
つ
の
能
力
で
あ
り
な
が
ら
五
官
の
す
べ
て
の

鋤
象
に
及
ぶ
の
と
醐
じ
ゃ
う
に
、
壁
画
異
る
哲
蟻
に
於
て
研
究
さ
れ
る
も
の
を
、
　
一
つ
の
慕
で
あ
る
啓
示
榊
畢
が
、
紳
の
啓
示
と
い
ふ
一

つ
の
原
理
震
跨
窪
。
）
の
下
に
考
察
す
み
の
で
あ
聾
（
》
騰
曾
ω
隔
鋤
α
●
継
。
）
、
從
っ
て
啓
示
紳
學
は
思
辮
的
學
の
性
格
を
よ
斡
多
く
持
つ
が
、

翌
冬
に
費
践
約
學
の
性
格
左
も
有
す
る
の
で
あ
る
（
》
戦
け
●
　
麟
剛
　
幻
Φ
の
℃
．
）
。
さ
て
、
我
々
は
ω
¢
讐
・
目
ロ
⑦
o
一
．
の
探
究
を
概
親
し
た
の
で
あ

る
が
、
ω
風
鐸
・
6
げ
Φ
O
ド
に
於
け
る
探
究
は
、
自
然
理
性
に
基
く
學
と
の
勤
比
に
よ
っ
て
、
啓
示
帥
學
の
學
と
し
て
の
骨
絡
の
解
．
明
に
重
岡

．
が
置
・
か
れ
．
て
る
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
載
の
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ゆ

　
以
上
の
如
く
、
著
作
年
代
に
從
っ
て
ω
Φ
ヨ
・
よ
汐
ω
離
旨
・
褻
ρ
Φ
o
一
・
に
歪
る
迄
の
啓
示
烏
黒
の
領
域
設
定
の
聞
題
の
展
開
を
考
察
す
る
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こ
塵
よ
つ
て
・
先
に
蓬
べ
た
や
ら
に
・
恥
ス
の
形
而
上
穫
の
性
格
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
・
定
心
に
於
て
癒

の
結
論
左
出
す
な
ら
ば
、
形
而
上
學
は
、
霞
然
理
性
の
光
に
導
か
れ
て
結
晶
地
的
な
も
の
か
ら
禺
擬
し
て
理
性
の
限
界
内
に
於
て
紳
の
考
察

　
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
や

に
至
葛
上
昇
的
性
格
を
有
す
る
と
甘
ふ
こ
と
が
禺
來
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
此
の
結
論
を
確
定
か
る
に
は
未
だ
問
題
が
淺
さ
れ
て

る
る
の
で
は
な
い
で
あ
ら
ら
か
。
我
汝
は
ト
…
、
ス
の
形
而
上
撚
め
性
格
を
更
に
第
二
の
黙
か
ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
ニ
　
ア
“
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
形
晦
上
線
学
の
窒
黙
鰯
を
「
穿
准
置
旧
で
あ
サ
潮
溜
り
の
存
霧
一
興
」
（
靱
㌣
》
姻
℃
）
露
泌
い
、
「
存
鹿
野
の
課
…
原
櫻
仙
と
油
同
原
憎
閃
　
」

　
こ（
黛
簿
ミ
慰
§
｝
鈷
§
岸
§
葛
マ
獣
蔦
e
ご
と
蔵
渡
し
、
箆
に
「
第
一
の
諸
原
理
や
諸
原
因
」
（
慰
踊
急
繋
ぺ
即
ミ
覧
勘
慰
ミ
叫
“
ミ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

「
分
離
し
、
　
且
つ
、
　
不
動
な
る
黙
の
し
（
R
S
為
へ
q
醜
黛
靴
黛
、
開
戦
へ
℃
“
↓
黛
）
「
第
一
の
不
動
の
多
彩
」
（
蝿
。
頴
為
9
↓
o
受
壷
聞
＆
ヤ
黛
融
贈
耐
塩
。
℃
）
等

と
し
か
購
、
其
虞
に
解
き
難
き
ア
ポ
リ
ア
が
成
立
し
た
事
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
來
た
事
柄
で
あ
る
。
此
の
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
に
於
け
る
ア

ポ
リ
ア
、
脚
ち
形
術
上
學
の
叢
題
の
多
義
牲
は
、
既
に
考
察
番
れ
海
啓
示
榊
學
の
領
域
設
定
の
際
に
も
見
出
さ
れ
、
｝
マ
ス
に
煽
て
も
纏

承
さ
れ
て
る
る
如
く
で
あ
る
。
醸
し
さ
う
で
あ
孫
と
す
れ
ば
、
ト
マ
ス
の
形
而
上
學
の
盤
上
的
性
絡
は
否
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
ろ
b
從
っ

て
、
ト
マ
ス
め
筋
痛
上
繭
の
挫
格
の
解
明
に
於
て
第
二
に
と
り
3
5
げ
ら
る
べ
き
手
が
か
の
・
と
ほ
、
形
衛
上
畢
の
窪
題
の
問
題
で
あ
の
、
そ

れ
は
二
時
に
形
面
上
學
の
他
の
諸
哲
學
と
の
閥
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
含
読
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
我
々
は
、
冒
叢
雲
訟
酵
。
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
瀧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脾
六

寓
Φ
欝
℃
び
鴫
臨
8
小
弓
》
ユ
ω
8
ε
嬬
の
図
誕
℃
O
繊
餓
O
（
以
下
ヲ
〉
ユ
鈴
ソ
ぎ
齢
．
と
乱
す
）
及
び
翼
翼
σ
触
億
ヨ
じ
d
O
Φ
夢
嫁
自
Φ
↓
ユ
艮
欝
紳
O
（
以
下

ぎ
鵠
。
魯
（
酬
0
8
二
回
ピ
と
略
す
）
を
中
心
と
し
て
此
の
単
品
に
つ
い
て
考
察
髭
…
巡
め
よ
ろ
。

　
ぎ
切
。
簿
．
偽
Φ
↓
村
冒
●
O
§
Φ
珍
．
9
貯
鉾
H
に
於
て
、
思
辮
的
諸
撚
（
。
。
℃
①
o
巳
鞍
署
器
ω
9
Φ
雛
臨
画
①
）
が
そ
の
思
緋
の
封
象
（
。
・
℃
Φ
o
群

ぼ
σ
凶
犀
鋤
）
に
從
っ
て
優
分
さ
れ
て
る
る
。
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
木
器
の
記
蓮
（
寓
一
か
窺
昌
Φ
補
勺
洋
上
璽
O
一
〇
㈹
一
箪
　
一
簿
け
陣
昌
節
①
薩
u
　
H
b
δ
α
O
㌧
ド
）
は
、
ア
》

ス
ト
テ
レ
ス
の
ヌ
Φ
鐙
℃
グ
畷
ω
胃
鋤
搾
O
塁
δ
℃
・
H
及
び
国
肺
O
節
℃
●
刈
（
ド
8
㎝
び
ω
～
睡
O
熱
◇
0
餌
ω
b
ρ
㎞
μ
8
ω
σ
ω
①
～
H
O
Φ
幽
σ
ぱ
）
の
雛
蓮
と

相
覆
ふ
も
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
葡
鍋
の
欝
し
d
o
Φ
壁
偽
。
↓
戦
冒
●
の
註
解
と
陶
騨
に
、
猷
》
臨
。
・
鉾
鷺
象
・
の
弊
爵
覧
●
一
及
び
溶

O
騎
δ
℃
．
醐
の
註
解
（
U
・
＜
同
ご
一
．
ど
間
ぱ
騨
～
H
嵩
O
…
U
．
麟
劉
一
●
8
も
◎
ひ
σ
駆
刈
～
さ
。
ト
ニ
①
ご
を
先
つ
と
の
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
　
ト
マ
ス
・
ア
グ
ィ
ナ
ス
の
形
澗
上
難
醸
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
蹴



昌

　
　
　
　
　
耀
回
繊
鯉
鰍
究
　
　
第
照
．
爵
十
九
軸
晒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
誠
六

　　

?
て
、
思
辮
の
謝
記
章
、
あ
る
臨
の
は
そ
の
存
鷹
と
概
念
に
益
し
て
質
料
に
依
存
す
為
。
　
こ
れ
を
覇
象
と
す
る
の
が
自
然
學
で
あ
る

（
識
一
鶴
①
臨
鋤
ヨ
島
①
℃
①
昌
恥
Φ
口
開
鯵
ヨ
飴
け
Φ
誌
零
9
0
0
①
O
§
鳥
目
蓋
O
ω
ω
Φ
Φ
瞥
一
昌
什
Φ
一
一
①
O
轡
⊆
糞
層
q
陰
門
〇
環
け
一
＝
矯
凶
コ
ぬ
q
◎
触
¢
ヨ
山
⑦
顕
重
層
O
謬
Φ
唱
O
切
望
綴
触
旨
鋤
－

け
①
蔦
簿
◎
陰
Φ
緑
野
ぴ
一
躍
ω
：
：
血
Φ
ぴ
鴎
。
陰
Φ
o
a
紳
娼
》
《
脇
一
〇
鋤
ω
一
く
Φ
◎
駿
O
一
Φ
雛
ひ
．
鋤
欝
鋤
け
二
憎
自
δ
一
一
匂
曰
く
…
雛
ご
O
象
●
〔
げ
づ
ヲ
ρ
ξ
象
愚
土
丹
」
堵
窓
。
・
唱
▽
）
o
鴨
入
藷
の

る
も
の
は
存
在
に
關
し
て
誌
面
に
依
存
し
、
概
念
に
關
し
て
質
料
に
依
存
し
な
い
。
こ
れ
を
唇
面
と
す
る
の
が
鐵
學
で
あ
る
（
ぬ
離
簿
Φ
貯
旨

〈
霞
。
。
。
§
帥
聲
器
金
扇
肇
〆
・
審
α
魯
・
・
滋
①
磐
切
藁
日
曜
。
け
Φ
旨
ω
Φ
。
§
脅
§
Φ
沼
Φ
も
§
欝
陰
嚢
・
。
①
。
§
a
導
舜
亀
①
。
魯
離
β
：
：
9
窯
ω

⑦
馨
簑
節
略
Φ
ヨ
鉾
答
鋤
ハ
銘
（
拶
〉
）
。
更
に
、
或
る
指
斥
は
、
例
へ
ば
或
ひ
は
榊
や
天
使
の
如
く
、
決
し
て
質
料
に
於
て
な
い
か
、
或
ひ
は
例
へ

ば
唐
戸
、
質
、
存
在
藩
、
潜
勢
態
、
顯
艶
態
、
　
一
と
多
、
等
の
如
く
或
も
の
は
質
料
に
於
て
あ
の
、
或
も
の
は
質
料
に
於
て
な
い
が
、
質

料
な
し
に
存
無
し
得
る
か
ら
、
丸
寝
に
翻
し
て
質
料
に
依
存
し
な
い
。
こ
れ
み
の
す
べ
て
を
勤
象
と
す
る
の
が
紳
學
で
あ
る
。
何
故
な
ら

紳
學
の
こ
れ
ら
の
鋤
象
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
．
は
榊
で
あ
る
か
砧
で
あ
る
。
又
榊
學
は
別
の
名
前
で
は
形
而
上
學
、
師
ち
白
回
輪
軸
覧

麓
え
た
も
の
と
睡
ば
れ
る
。
何
故
な
ら
、
感
畳
酌
な
も
の
か
ら
非
感
蜂
的
な
も
の
に
灘
る
べ
嚢
我
々
に
と
っ
て
、
自
然
學
の
後
に
學
ば
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
．
あ
る
。
更
に
、
他
の
す
べ
て
の
諸
學
が
夫
々
の
職
給
．
を
、
そ
の
原
蝿
．
か
ら
受
取
る
こ
と
に
な
る
か
ら
第
一
哲
學

と
睡
げ
い
れ
る
（
ρ
羅
麟
Φ
幽
鋤
ヨ
〈
Φ
騰
O
ω
℃
Φ
O
償
囲
鋤
σ
一
同
鋤
仁
恕
沼
田
舘
　
ρ
¢
嚢
δ
Φ
鄭
O
欝
偽
O
も
①
謬
自
Φ
深
け
鋤
ヨ
嚢
。
け
Φ
冠
岡
緕
。
　
ω
Φ
O
¢
昌
侮
償
糞
Φ
ω
ω
Φ
旨
ρ
崖
圃
溝
ω
一
類
Φ
滋
糞
。
－

轡
Φ
戦
帳
綴
Φ
u
降
ω
⑦
℃
O
ω
ω
償
コ
F
ω
岡
く
Φ
昌
鶏
口
〇
二
黛
δ
ヨ
ω
陣
ご
酔
一
切
§
簿
仲
Φ
覧
嚢
。
℃
ω
一
〇
¢
酔
U
Φ
鐸
ω
Φ
け
節
湿
趣
q
Φ
一
環
蟄
既
く
Φ
噛
雛
ρ
¢
一
ぴ
¢
加
鳥
禽
δ
ヨ
ω
一
賂
叶
一
ご
二
塁
仲
Φ
h
一
節

Φ
け
一
口
ρ
¢
一
ぴ
蝶
ω
α
鋤
B
謬
O
昌
矯
償
け
匂
◎
¢
ぴ
警
笹
σ
臨
節
堕
ρ
q
節
一
一
け
摯
δ
ρ
㊦
遣
ρ
”
O
汁
Φ
瓢
鋤
鋤
”
鋤
O
け
β
む
り
℃
煽
コ
雌
ヨ
Φ
け
憂
欝
緊
算
占
堕
Φ
け
び
賃
凶
躍
ω
B
O
侮
ぴ
鳥
Φ
O
¢
一
σ
¢
ρ

O
B
旨
卿
σ
二
の
⑦
ω
け
酔
財
Φ
O
一
〇
ひ
q
岡
鋤
》
一
価
Φ
ω
酔
の
〇
一
Φ
認
餓
拶
四
一
く
一
白
飴
℃
ぬ
二
日
鋤
℃
触
鋤
①
O
凶
℃
慮
償
B
一
叢
Φ
鋤
O
O
碧
答
O
一
．
賀
田
①
ω
件
】
9
Φ
瓢
m
M
£
に
嚢
δ
Φ
助
一
博
O
口
O
嵩
P
一
β
Φ

鳥
屋
〇
騨
日
貸
ヨ
Φ
け
鋤
℃
げ
鴇
ω
一
〇
簿
》
凶
匹
Φ
0
9
け
酔
裡
鋤
ゆ
ω
b
ン
《
ω
凶
O
節
讐
u
ぬ
鑑
瞳
鋤
も
O
ω
け
℃
げ
団
ω
一
〇
鋤
B
　
偶
欝
O
Φ
譜
α
鋤
O
O
O
岩
塊
饗
皆
コ
O
げ
一
9
摩
噸
ゆ
賃
圃
ぴ
鴬
ω
Φ
麟
。
陰
①
灘
ω
学

σ
一
猷
ぴ
謀
ω
O
℃
O
同
け
Φ
け
一
コ
圃
⇔
⑳
O
口
ω
一
σ
口
剛
鋤
鳥
①
〈
Φ
月
回
村
Φ
’
　
㎞
）
一
〇
搾
二
歴
①
臣
節
鍵
田
び
一
一
〇
〇
陰
O
℃
び
一
効
℃
塊
一
巳
簿
》
一
昌
Q
雄
鋤
謬
け
q
ヨ
簿
圃
圃
効
①
O
B
ご
Φ
ω
o
ゆ
O
一
Φ
旨
鉱
効
①

鋤
σ
＄
ω
§
笥
貯
。
管
乾
麺
0
9
℃
δ
蕊
①
ω
①
鋤
ヨ
o
o
湊
8
賃
§
9
触
．
△
三
（
州
●
〉
）
。
　
か
く
し
て
思
辮
的
諸
學
粒
野
分
す
為
、
思
葉
の
勤
怠
の

糞
婆
箏
る
の
は
、
存
在
（
①
ω
ω
①
）
と
異
国
（
一
躍
齢
Φ
鴇
Φ
。
紳
偉
・
ゆ
）
薦
す
養
料
へ
の
依
存
關
係
で
あ
盈
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

穿



濫7

し
か
し
な
が
ら
、
既
腱
で
は
未
だ
形
而
上
學
の
霊
題
の
問
題
の
充
分
な
．
解
決
は
得
ら
れ
て
み
な
い
。
形
庸
肝
管
の
封
象
は
、
　
心
慮
存
鹿
と
r

概
念
に
滅
し
て
質
料
に
依
存
し
な
い
も
の
と
規
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
億
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
於
て
臨
に
見
患
さ
れ
た
線
を
出
る
も

の
で
は
な
く
．
か
の
ア
ポ
リ
ァ
の
積
極
的
な
解
決
と
は
仰
り
得
臓
で
あ
あ
弓
。
　
駆
に
ト
マ
ス
が
此
慮
で
岡
一
の
攣
の
様
汝
な
名
流
と
し

て
、
紳
學
、
形
晦
上
洛
、
第
一
哲
學
等
を
あ
げ
て
ゐ
為
．
の
敵
む
し
ろ
形
而
上
學
の
蛮
題
の
ア
ポ
リ
ァ
の
爾
歯
性
の
濾
ら
．
は
れ
で
あ
珍
、
｝

マ
ス
は
ア
求
リ
ァ
を
ア
ポ
リ
ァ
と
し
て
意
識
せ
す
、
箪
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
の
．
忠
費
な
る
鰍
蓮
に
．
止
つ
π
の
で
は
な
い
で
あ
ら
．
う

か
。
毅
六
は
疑
に
考
察
靴
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
さ
て
、
さ
窪
に
幽
然
の
封
象
轍
存
窃
と
概
念
に
熱
し
て
質
料
に
依
存
す
る
と
君
は
れ
海
。
こ
れ
は
凝
然
學
の
鋤
象
は
臼
已
の
中
に
煙
動

原
理
貌
持
つ
可
動
的
存
鷹
考
（
Φ
路
ω
旨
◎
σ
鵠
①
y
で
あ
．
め
・
、
賛
料
か
ら
分
離
し
得
な
い
（
貯
砂
Φ
℃
緊
。
穫
§
δ
σ
嶽
Φ
）
存
在
者
で
あ
る
こ
と
覧
意
味
し

て
み
る
（
曽
ω
豊
ヨ
ヨ
◎
蔑
Φ
①
ω
募
9
§
ε
難
舜
ε
邑
置
℃
一
μ
ぎ
ω
8
三
鋤
Φ
・
卑
婁
ω
9
離
ヨ
。
胃
鋤
《
琶
Φ
導
ω
昌
。
・
欝
導
陣
鋤
ヨ
》
獅

一
創
①
廓
け
ρ
瓢
｝
創
鳥
一
⇔
鋤
け
Φ
ヨ
①
け
①
ψ
㎝
①
コ
二
一
餌
ヨ
桟
Φ
廿
　
O
藍
効
④
　
ω
①
O
謀
ご
創
自
暮
雪
効
け
岡
O
漆
①
導
灘
◎
謬
Φ
ω
ひ
ω
Φ
O
潤
『
鋤
σ
雛
一
の
鶉
δ
　
ヨ
頭
酔
Φ
醜
繭
勉
》
　
：
・
・
　
〈
駒
冨
｝
臨
蜂
．

ソ
軍
蒙
．
〉
届
島
Φ
馨
鋸
爵
2
二
日
ω
Φ
馨
。
蓉
鋤
鍵
ρ
奏
⑦
冨
び
窪
田
貯
器
．
℃
黒
藻
冒
。
剛
℃
冒
導
ヨ
。
欝
。
・
嚇
：
：
〈
．
二
》
糞
レ
碧
器
＄
▽
）
。

齢
ち
、
肖
者
學
の
鋤
験
繊
限
定
さ
れ
た
質
料
を
持
つ
或
限
定
さ
れ
た
翻
案
で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
（
簿
忽
o
o
b
o
属
Φ
け
ρ
§
山
コ
隊
長
鎚
凝
節

雪
げ
8
雲
鳥
簿
野
糞
養
＄
ヨ
ヨ
簿
搭
誌
鋤
無
但
醇
忌
艶
ヨ
。
〈
Φ
葺
裡
混
臨
（
｛
8
処
冨
び
簿
§
簿
巴
§
●
〈
ヨ
≧
一
・
・
戸
簿
戸
露
3
＞
…
ω
ざ

唱
鎖
仲
①
け
ぬ
綴
O
像
口
鋤
酔
¢
触
目
嵩
q
a
　
ω
O
一
Φ
ご
け
丹
銅
　
Φ
ω
酔
　
O
一
局
O
簿
鳥
Φ
け
①
触
芸
州
日
脚
け
¢
ヨ
　
o
ゆ
¢
σ
一
Φ
O
け
q
ヨ
堕
ρ
環
O
鳥
Φ
ω
轡
㊦
添
ω
　
ヨ
O
σ
出
①
“
　
Φ
酔
プ
鉛
げ
Φ
け
負
①
け
Φ
醜
ヨ
竪

類
鋤
讐
B
ヨ
。
自
q
コ
畠
。
艶
瓢
Φ
ご
象
堕
ω
島
罵
。
簿
。
鑑
ヨ
ヨ
糞
Ω
＄
漁
鉾
く
ぎ
国
肖
田
．
翼
卑
ご
蟄
▽
）
。
駆
に
間
糠
数
量
の
写
象
．
も
、
概
念
に
㎜
鵬
し
て

の
み
質
料
か
ら
分
離
し
得
る
不
動
の
願
事
潜
で
ギ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
存
在
に
嬉
し
て
は
質
料
と
蓬
動
か
防
勢
離
し
得
る
存
在
蔚
で
は
な
く

（
ω
ω
α
　
ヨ
飴
篇
μ
Φ
ヨ
綴
暦
回
O
鋤
翰
陰
鶴
Φ
O
鋸
一
鋤
仲
信
一
．
〇
一
点
O
鋤
一
口
ヨ
O
σ
一
切
簿
旧
　
O
賃
剛
簿
　
Φ
効
　
O
償
O
触
瓢
ヨ
　
肘
飴
仲
凶
O
　
瓢
O
O
一
娼
一
け
織
憎
　
匂
9
一
謎
Φ
　
ヨ
鋤
け
Φ
璽
一
壷
　
亀
α
の
雷
ω
坤
σ
＝
㌍

◎
嬉
O
N
け
O
け
　
ρ
鐸
O
籍
　
の
O
篇
Φ
ヨ
　
ヨ
◎
鳥
O
　
Φ
O
戦
償
ヨ
　
一
。
乱
酔
凶
◎
　
ω
一
瞥
　
の
一
嵩
①
　
ヨ
O
酔
；
博
◎
票
田
　
ヨ
O
沖
誤
ω
δ
O
詳
ω
回
酔
昌
同
ω
一
　
一
段
亀
陰
Φ
雛
ω
一
び
爪
甲
ぴ
漏
ω
。
　
の
Φ
伽
ゴ
鑓
①
O

富
§
σ
羨
8
霧
塗
篭
暴
田
舞
塞
酔
冨
も
§
鵠
§
酔
器
冨
舜
導
㌶
簿
馨
葺
・
，
①
。
§
o
§
Φ
難
㍉
窪
・
。
。
貯
揖
・
。
①
。
§
伽
肖
§
箪
，

　
　
　
　
　
　
卦
饗
ス
。
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
形
構
ト
山
鰍
・
籍
旧
撹
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣
七



ろ？δ

　
　
　
　
赫
桝
學
蔵
酬
究
　
　
戴
甲
…
四
舞
門
率
一
九
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
∵
八

甑
O
欝
Φ
讐
・
ハ
ヨ
〉
門
簗
・
と
。
｛
．
謡
O
O
～
鴇
黛
▽
）
、
や
は
め
限
箆
さ
れ
允
勤
象
で
あ
る
と
欝
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
．
の
や
う
に
限
定
さ
れ

　
な
存
在
者
駈
繋
象
と
す
る
自
然
墨
及
び
数
紋
は
特
殊
學
（
5
a
O
紳
Φ
温
田
一
嵩
①
　
O
勘
『
二
一
〇
ρ
一
£
自
肖
Φ
ω
）
に
他
な
ら
な
い
。
從
っ
て
、
形
而
上
學
の
封
象

　
で
あ
る
概
念
老
存
准
に
關
…
し
て
質
料
に
依
存
し
な
い
存
在
藩
と
は
、
発
く
不
動
の
（
一
§
ヨ
◎
ぴ
出
。
）
質
料
か
ら
分
離
し
得
る
（
ω
㊦
℃
船
艇
σ
出
O
）

　
猫
立
的
存
准
岩
で
あ
っ
て
、
形
而
上
學
は
限
定
さ
れ
な
い
穿
在
藩
、
帥
ち
存
在
蒋
で
あ
る
鋳
型
の
存
在
嚢
、
讐
聖
母
存
在
鷺
（
Φ
難
ω
貯

o
o
ヨ
ヨ
¢
昆
）
を
饗
象
と
す
る
讐
懸
的
な
學
（
ω
O
博
Φ
昌
け
一
2
0
　
鐸
謬
一
く
Φ
触
肋
嚢
Ω
欝
屈
）
で
あ
る
と
…
冒
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
此
の
、
不
動
の
、

　
質
料
か
ら
分
離
し
得
為
猫
立
的
な
存
在
者
と
は
紳
で
あ
る
。
從
っ
て
紳
は
普
瀬
的
存
在
者
（
Φ
路
ω
O
O
h
P
ヨ
廷
謬
Φ
）
で
あ
の
あ
ら
ゆ
る
｛
灘
酒
考

　
の
永
遠
の
原
緻
、
第
一
原
因
宕
禦
鐙
Φ
ω
Φ
感
冒
潔
Φ
憲
ロ
鋤
ρ
8
霧
器
℃
ユ
ヨ
鋤
Φ
）
で
あ
る
。
故
に
形
面
上
學
は
岡
時
に
榊
撃
と
呼
ば
れ
第

病
學
姦
ば
れ
る
誘
最
高
の
雛
で
魏
・

　
　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
ト
マ
ス
醸
形
編
上
學
の
蘇
蜜
の
多
義
性
を
決
し
て
署
面
し
て
は
み
な
い
。
1
2
か
し
な
が
ら
｝
マ
ス
に
あ
っ

　
て
は
そ
れ
は
ア
ポ
リ
ア
で
は
な
く
一
貫
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
欝
渉
ユ
ω
僧
鼠
Φ
戸
℃
戦
o
O
Φ
ヨ
一
鐸
ヨ
に
於
て
｝
マ
ス
は
翼
に
明
白
に
そ

　
や
　
れ
を
解
明
し
て
ゐ
ゐ
。
即
ち
、
他
の
學
の
麦
配
蔚
で
あ
る
學
の
封
象
は
、
第
一
に
は
傭
解
す
る
こ
と
の
秩
序
か
ら
（
b
嵩
ヨ
○
ρ
墨
跡
Φ
ヨ
Φ
×

◎
脱
目
零
Φ
貯
け
巴
嬬
騎
讐
蝕
）
、
存
廊
に
關
…
し
概
念
に
越
し
て
最
も
質
料
か
ら
分
離
さ
れ
た
賢
雛
、
即
ち
紳
や
叡
縛
盤
（
ご
。
謬
ω
o
ピ
ヨ
。
◎
ω
o
嘗
口
α
二
馨

屍
働
甑
§
Φ
導
”
ω
Φ
傷
①
識
鋤
B
ω
Φ
o
¢
謬
傷
露
讐
Φ
器
ρ
ω
ざ
暮
U
①
窃
醇
一
昌
酔
Φ
漆
窃
q
Φ
馨
㌶
①
）
、
第
二
に
は
蜘
性
の
感
性
に
封
ず
る
團
係
か
ら
（
ω
孚

、
O
離
口
α
O
Φ
麟
O
O
ヨ
賢
簿
窮
鋤
O
雷
Φ
凶
日
8
ご
Φ
O
讐
ω
簿
鳥
ω
Φ
昌
ω
煮
ヨ
）
、
最
も
終
遡
的
な
原
理
（
防
蝕
ロ
O
帯
宗
旨
潜
メ
凶
B
Φ
二
巳
く
Φ
増
o
o
巴
冨
）
、
　
第
三
に

は
知
性
の
認
識
そ
の
も
の
か
ら
（
薄
9
網
点
嚇
9
。
8
讐
圃
ぎ
ご
£
嘗
巴
①
。
貯
ω
）
、
簾
｝
原
國
（
鷲
冒
9
。
Φ
。
磐
ω
器
）
、
で
あ
っ
て
、
こ
れ
、

ら
は
即
ち
榊
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
他
の
諸
麟
の
・
炭
縄
暗
算
る
畢
は
淋
畢
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
從
っ
て
臥
マ
ス
に
於
て
は

存
准
潜
で
あ
る
限
の
の
存
在
者
及
び
そ
れ
に
隠
す
る
も
の
左
探
究
す
る
學
は
、
繍
…
極
に
於
て
、
薯
逓
的
存
在
嚢
で
あ
・
り
第
｝
原
説
認
る
榊

を
鋤
隷
と
す
る
魁
学
に
照
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
、
鳳
学
の
繋
象
の
質
料
「
へ
の
依
存
關
係
の
探
究
一
は
、
煎
醜
瀬
的
存
在
者
、
第
一
原

購
お
る
紳
を
積
極
酌
に
か
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
マ
ス
猫
自
の
ア
リ
ス
ト
疏
レ
ス
の
形
而
上
學
の
蟹
系
的
解
．
騨
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
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設
八

で
あ
る
。

　
以
上
我
汝
激
二
つ
の
手
が
か
の
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ト
マ
ス
の
形
而
上
學
の
根
本
的
な
性
格
粒
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
來

距
Q
故
に
此
薩
に
於
て
綜
合
的
な
結
論
左
蓮
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
『
あ
、
ト
マ
ス
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
零
時
に
形
｝
賄
上
學
で
あ
診

第
一
手
槍
で
あ
る
榊
學
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
「
存
廠
鷺
で
あ
る
限
り
の
存
在
奢
の
學
」
、
或
ひ
は
『
寳
盤
の
塾
し
と
呼
ば
れ
．

て
る
る
の
は
、
我
汝
に
と
っ
て
β
ρ
O
P
。
畠
謬
。
ω
）
明
ら
か
で
あ
る
現
象
世
舞
内
の
諸
存
在
、
脚
．
ち
感
盤
的
諸
事
壁
（
鶏
σ
ω
欝
馨
ぼ
Φ
ω
Φ
質
ω
贋

σ
馨
Φ
ω
）
を
患
素
点
と
し
、
肖
然
理
性
の
光
に
よ
っ
て
、
其
等
の
ゆ
に
横
は
る
、
端
的
な
意
味
に
於
て
、
且
つ
本
性
上
、
よ
の
明
ら
か
で

あ
る
（
Φ
馨
灘
。
陽
湖
ω
隔
日
℃
躍
9
酔
曾
Φ
け
二
二
Φ
o
¢
姦
謀
に
ヨ
b
帥
貯
冠
降
。
ヨ
）
普
逓
的
原
理
骨
董
本
質
左
抽
象
し
、
或
ぴ
は
分
析
綜
合
し
、
そ
の
愚

程
を
通
じ
て
最
高
原
雌
で
あ
為
駈
の
、
第
一
且
つ
箪
純
な
實
盤
、
即
ち
紳
（
。
。
離
び
ω
欝
総
目
鴇
陣
日
β
。
Φ
魯
心
許
鷺
Φ
欝
ぬ
鋸
Φ
∪
①
q
ω
o
。
・
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
や
　
　
も
　
　
セ

に
迄
上
昇
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
の
即
く
ト
マ
ス
の
形
逆
上
纂
の
根
本
的
性
格
は
上
昇
的
性
格
と
言
ふ
こ
と
が
出
來
る
の

で
あ
る
。
　
さ
て
此
の
や
甲
つ
な
紳
課
窄
・
と
呼
げ
い
れ
る
べ
無
形
、
罵
聞
ト
〃
雄
’
は
、
　
夙
欄
粥
　
「
白
門
然
一
等
胆
蘇
剛
し
　
騰
げ
Φ
o
一
〇
調
圃
節
　
”
八
け
償
憎
節
一
一
ω
　
で
款
の
つ
一
て
、
　
先
に

　
コ（
一
）
明
ら
か
に
さ
れ
た
如
く
「
啓
示
紳
學
」
と
は
明
ら
か
に
焦
熱
諏
、
G
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
此
薩
で
「
自
然
榊
學
」
を
上
昇
的
性

　
こ格
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
　
「
啓
示
紳
學
」
は
下
降
的
性
格
と
呼
ぶ
こ
と
が
禺
謝
る
で
あ
ら
う
。
し
か
も
此
の
爾
嚢
は
決
し
て
矛
盾
的
勤
立
を

な
す
も
の
で
は
な
く
、
調
瀦
と
均
衡
を
保
っ
て
ト
マ
ス
の
宏
激
な
発
壁
系
を
凹
み
患
し
允
の
で
あ
る
。
勿
論
ト
マ
ス
は
1
3
ミ
雌
コ
愈
の
司

祭
で
あ
め
’
、
彼
の
金
入
酌
董
盤
は
野
宮
に
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
に
と
っ
て
恭
軽
羅
的
信
仰
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
ン
ス
的
合
理
誤
写
は
矛
盾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
す
る
も
の
で
獄
激
か
め
海
。
從
っ
て
破
の
古
韻
系
の
綜
合
的
構
戚
は
彼
の
買
い
也
括
的
な
入
開
像
左
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
礎
に
彼

の
信
仰
の
立
場
が
、
金
燈
系
の
頂
黙
に
啓
示
淋
雄
を
置
か
し
め
、
．
或
は
ジ
ル
ゾ
ン
の
指
摘
す
る
如
く
（
O
憐
ω
o
ジ
閃
こ
H
効
勺
げ
牒
o
o
駐
。
”
げ
卿
Φ

簿
ζ
蜜
O
鴇
O
謬
》
騎
ρ
O
ゴ
鋤
勺
●
Q
◎
℃
℃
脅
窃
も
δ
O
Q
～
灘
●
．
α
ω
ρ
勺
母
《
O
舘
℃
鑓
ユ
ω
ド
¢
ミ
）
究
極
的
仁
心
を
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
哲
學
を
如
何
に
し
て
基
督

教
榊
學
の
本
質
を
破
壇
せ
す
に
紳
機
中
に
と
の
入
れ
る
か
、
に
あ
ら
し
め
た
と
し
て
も
、
彼
の
形
而
上
學
は
蒸
器
に
欝
欝
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

　
　
　
　
ト
即
凱
。
ア
ク
4
ナ
訊
の
形
樹
上
離
欝
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黛
九
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哲
鰍
・
繊
舵
・
櫨
樫
醸
再
十
九
纏
脳

穴
○

詫
一
鉾
夢
◎
ヨ
搭
〉
量
碁
齢
鍍
。
，
鼠
饗
§
ゆ
毛
蚕
峯
）
§
。
。
蒙
£
冨
§
ヨ
周
姦
鵬
三
軍
三
8
喜
・
ド
邑
ξ
野
書
典
量
§
燐
圃
・
，
℃
愛
三
・

　
　
ツ
州
O
〆
，
の
6
”
趨
餌
ズ
．
男
9
ソ
固
卸
渉
（
一
◎
欝
購
〆
露
噛
○
●
一
）
畢
℃
溝
門
冨
…
搭
u
な
一
二
出
郊
畿
【
）
μ
鋳
耀
●
轡
6
島
二
C
＝
難
ジ
緩
〔
一
㍊
O
臨
ψ
梱
ゆ
b
5
0
●

註
一
　
　
し
∩
．
、
門
甥
O
｝
が
ρ
0
創
0
＞
「
（
緊
瓢
づ
〔
）
尊
e
二
回
づ
ニ
ノ
醤
6
0
二
¢
．
ρ
O
O
ゴ
凱
ぎ
ρ
7
一
ρ
ユ
O
｛
飢
M
カ
O
⇒
ノ
ρ
H
⇔
こ
σ
蔽
h

詫
三
　
Q
a
■
8
7
9
謬
蘭
O
諺
（
h
三
論
密
ψ
§
誓
航
リ
ザ
8
ざ
9
q
冨
ρ
9
三
隅
匂
。
｛
鼠
剛
。
u
。
ρ
。
弘
）
O
¢
剛
6
ρ
門
司
目
色
一
〇
2
簿
β
↓
O
客
｛
二
〇
鼓
H
，
凸
6
禽
漣
繊
O
欝
O
ぴ
O
O
鐸
一
謬
満
柳

　
　
ソ
一
簿
誌
O
糞
r
｝
〃
O
博
μ
ρ
掃
ゆ
邸
O
・

詫
四
　
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
6
甥
無
謬
”
ソ
一
㌔
一
）
；
ご
μ
一
一
．
o
（
冨
〇
二
◎
夢
ン
ヒ
．
国
忌
（
州
。
（
げ
雛
簿
…
三
↓
7
0
同
δ
ρ
い
（
聞
》
ぬ
三
幽
ポ
ト
く
『
ゴ
ご
℃
節
鼠
⑳
一
撮
α
O
及
び

　
　
諸
母
評
蕊
評
』
二
匂
6
ρ
溝
、
7
0
讐
笛
頓
諺
（
｛
戸
潜
薄
ジ
リ
魔
同
汚
O
焦
8
！
＜
萱
（
び
び
O
髪
一
〇
コ
目
灘
φ
を
鰹
照
し
太
。

識
號
㏄
．
目
ち
ヨ
蓉
諺
曇
ぎ
島
ω
ぎ
じ
鎧
鼠
a
白
髪
き
ψ
ソ
M
舞
喜
｝
鼠
8
ξ
⇒
≧
翼
。
見
魚
屋
℃
◎
頓
三
ρ
o
野
鳥
節
ρ
や
ン
冨
厩
圃
。
ξ
濁
§
峯

　
　
も
鍬
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

註
轟
ハ
　
↓
津
◎
コ
属
切
！
，
O
溜
艶
£
鐸
嵩
ご
ひ
ご
じ
篇
）
鉱
一
づ
切
O
O
鵠
μ
雪
嵐
O
．
8
甑
楚
溜
巴
α
ρ
【
”
簿
O
ω
識
O
P
O
験
ρ
ε
⇒
〔
P
蒐
　
も
亀
O
×
艸
ρ
”
ン
覇
槻
。
＜
齢
ノ
〆
，
罵
汚
び
唱
二
閃
臨
一
）
O
¢
「
ケ
Q

　
　
雛
＆
象
回
》
剛
三
。
・
豊
ξ
3
簗
。
。
．
　
　
　
　
　
　
嘱
．

駐
七
　
一
浮
〉
．
ユ
蜂
冒
》
一
黛
「
一
一
ゆ
塾
9
～
H
一
刈
◎
及
瀞
ひ
騰
ゆ
一
ゆ
～
ゆ
爵
Φ
刈
噸
ワ
照
。

隔
世
ド
マ
ス
に
於
て
は
ア
リ
ス
レ
テ
レ
ス
の
メ
タ
プ
ユ
シ
ヵ
な
暑
作
は
從
っ
て
、
（
a
）
形
術
上
學
雌
蕊
董
饗
－
第
四
奪
、
（
b
雇
在
論
（
錐
覧

　
　
糠
i
第
＋
巷
）
・
（
c
）
然
然
紳
讐
錦
十
一
倦
一
町
＋
二
巷
）
た
る
構
戒
を
持
つ
も
の
で
あ
り
（
ヨ
》
糞
．
ぞ
鐸
H
琴
◎
鴛
8
聖
〔
。
量
琶
×
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
且
つ
形
…
真
上
學
は
ナ
ぐ
れ
た
意
味
に
於
一
見
存
置
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｛
。
梁
霞
然
避
難
た
る
形
醐
上
巴
が
本
夕
一
の
い
環
営
．
↓
ン
①
O
「
勺
帥
霧
㌍
》
嵩
．

　　

g
り
”
（
器
量
て
蒲
胤
毒
く
瞥
が
環
姦
を
離
す
・
質
は
・
逢
妻
の
封
象
と
す
る
騨
は
笙
齢
で
脅
羨
的
裏
碧
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
の
愛
用
で
あ
っ
て
、
…
瞥
派
紬
W
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